
public relations

　川辺町のプロモーションビデオができ
ました。ドローンによる美し
い空撮や力強くボートを漕ぎ
進めていく選手の映像にご注
目ください。このQRコードか
らアクセスできます。

　第３こども園で、「餅つき」が行われました。餅米が
蒸し上がると、園児が子供用のきねを持って挑戦。
　川辺ライオンズクラブ会員の助けを受けながら、
「ぺったん、ぺったん」と声を合わせてきねを振り下ろ
し餅をつきました。ついた餅は、その場できな粉をま
ぶし、おいしそうに食べていました。
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清流と人が織りなす活力あるまち
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谷
山
並
び
に
鬼
飛
山
、
米
田
富
士

に
加
え
、
下
麻
生
の
遠
見
山
や
下
吉

田
の
権
現
山
な
ど
の
登
山
道
や
林

道
も
今
後
、
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

そ
れ
ら
を
繋
ぎ
、
時
間
や
体
力
に

合
わ
せ
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
売
り
出
し
て
い
く
。

▼
ゴ
ル
フ

　
す
ぐ
身
近
に
「
か
し
お
」、「
賑
済

寺
」、「
さ
く
ら
」
の
３
ゴ
ル
フ
場
が

あ
り
、
30
分
圏
内
に
は
50
ほ
ど
の

ゴ
ル
フ
場
が
点
在
し
て
い
る
。
近

隣
市
町
村
と
連
携
し
て
宿
泊
パ
ッ

ク
な
ど
を
企
画
し
て
、
ゴ
ル
フ
ァ
ー

を
取
り
込
む
。

   

③
開
発
の
初
期
プ
ラ
ン

▼
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
る

　

建
設
費
用
が
か
さ
み
、
建
設
後

の
維
持
管
理
も
高
経
費
と
な
る
も

の
は
造
ら
な
い
。

▼
既
存
施
設
を
活
用

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
艇
庫

や
桟
橋
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
一

帯
利
用
を
考
え
る
。

▼
「
親
水
性
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

工
場
跡
地
の
有
効
活
用
を
考
え
る

　
　

第
３
回
『
カ
ワ
ベ
イ
未
来
投
資
会
議
』
を
開
催

　スポーツ観光を基軸とした「交流の拠点」
　平成 29 年 12 月 3 日（日）に第 3 回目の『カワベイ未来投資会議』を開催しました。
前回の会議で委員の方々から、町長および川辺町としての工場跡地をどう活用す
るのか（たたき台）を提示すべきとのご意見を受けました。そこで今回は、町民
や訪れる方の交流の拠点としての活用策を構想図も示しながら説明をして、各委
員さんのご意見を伺いました。

　

開
会
に
先
立
ち
、
座
長
で
あ
る

加
藤
孝
明
さ
ん
（
町
商
工
会
会
長
）

か
ら
、「
何
か
一
歩
踏
み
出
し
た
い
。

完
成
ま
で
に
は
時
間
が
掛
か
る
だ

ろ
う
が
、
今
、
踏
み
出
さ
な
い
と

機
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
会
議
が
大
き
く
踏
み
出
せ
る

川
辺
町
で
唯
一
の
場
で
あ
る
。」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　　

続
い
て
、
佐
藤
町
長
か
ら
、
当

初
は
、
今
年
度
末
ま
で
に
活
用
策

を
２
～
３
案
に
絞
り
込
む
た
め
、

お
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

申
し
入
れ
を
し
た
が
、
も
っ
と
時

間
を
か
け
て
活
用
策
を
練
り
た
い
。

よ
っ
て
、
来
年
度
も
継
続
し
て
審

議
い
た
だ
き
た
い
と
改
め
て
ご
依

頼
を
し
て
、
ご
了
承
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
工
場
跡
地
の
活
用
策

に
つ
い
て
の
素
案
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
活
用
策
の
素
案
提
示

　

ス
ポ
ー
ツ
観
光
を
基
軸
と
し
た

「
交
流
の
拠
点
」
と
し
て
、
工
場
跡

地
の
再
開
発
を
行
う
。

　
①
再
開
発
の
必
要
性

▼
誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に
？

　

町
、
町
民
の
た
め
に
、
観
光
産

業
を
興
し
、
定
住
人
口
を
増
や
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
。

　
②
何
を
生
か
す
？

▼
水
面
を
活
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ

　

既
存
の
ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
に
加

え
、
今
注
目
の
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
サ
ッ
プ
）
に
と
っ
て

川
辺
町
の
ダ
ム
湖
は
絶
好
の
条
件

を
備
え
て
い
る
。

▼
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

こ
こ
数
年
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
整
備
し
て
い
る
八
坂
山
や
大

　
水
に
触
れ
、
水
に
親
し
め
る
デ
ッ

キ
テ
ラ
ス
や
散
策
路
の
ほ
か
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
※
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
エ

リ
ア
を
造
る
。

▼
さ
ま
ざ
ま
な
起
業
を
サ
ポ
ー
ト

　

自
分
の
商
品
を
売
っ
て
み
た
い

と
い
う
方
々
が
、
少
な
い
負
担
で

気
軽
に
出
店
で
き
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
を
常
設

▼
情
報
発
信
基
地
を
作
る

　
ま
ち
の
観
光
を
企
画
・
Ｐ
Ｒ
・
売

り
込
み
を
手
が
け
る
観
光
局
（
課
）

を
こ
の
地
に
置
く
。

　
④
誰
が
行
う
の
か
？

▼
住
民
経
営
組
織
の
立
ち
上
げ

　

民
間
と
連
携
し
て
初
期
整
備
を

行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
知
恵
を

出
し
合
っ
て
、
企
画
や
資
金
調
達
、

経
営
な
ど
を
行
う
。
そ
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
観
光
に
携
わ
り
、
収
入
を

得
て
、
こ
の
ま
ち
に
自
慢
を
持
ち
、

楽
し
く
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
最

終
的
な
目
的
。

　

多
く
の
人
々
が
来
町
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
臨
時
駐
車
場
と
し
て

の
軒
先
を
提
供
し
た
り
、
空
き
部

屋
を
活
用
し
た
民
泊
な
ど
、
観
光

産
業
に
繋
げ
て
い
く
。

Ｂ＆Ｇ海洋センターと
　　　一帯とした活用策

※グランピング　
グラマラスとキャンピングの造語（魅力的なキャンプ）。ホテル並みの
設備やサービスを利用しながら、自然の中で快適に過ごすもの。

　

委
員
さ
ん
か
ら
の
意
見

【
前
島　
知
之
さ
ん
】

（
マ
ッ
シ
ュ
デ
ザ
イ
ン　

代
表
取
締
役
）

　　　

活
用
策
を
絵
に
し
て
欲
し
い
と

町
か
ら
依
頼
を
受
け
、
描
い
て
み

ま
し
た
。
湖
岸
遊
歩
道
を
回
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
店
主
だ
け

で
な
く
、
家
庭
で
収
穫
し
た
野
菜

の
販
売
に
も
気
軽
に
使
っ
て
も
ら

う
。
跡
地
で
は
年
に
数
回
、
イ
ベ

ン
ト
を
催
し
て
み
る
。

　

特
に
、
飛
騨
川
上
流
は
是
非
、

サ
ッ
プ
利
用
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

町
で
10
回
余
り
、
サ
ッ
プ
ツ
ア
ー

を
企
画
し
た
会
社
に
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
風
も
波
も
少
な
い
飛
騨
川
は

好
適
地
で
あ
り
、
上
流
は
秘
境
の

よ
う
な
様
相
で
魅
力
が
高
く
、「
業
」

と
し
て
成
り
立
つ
と
の
返
事
で
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
う
ち
に

水
上
の
ル
ー
ル
や
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

ＳＵＰ ( サップ )

サップはスタンドアップパドルボードの略。サーフボードのような専用のボー
ドの上に立ち、パドルで漕いで水上を進む新しいマリンスポーツ。
SUP のボードはサイズも大きく、浮力も高いのが特徴。初心者でも水上に浮か
べたボードの上に立つことは、それほど難しくありません。
運動に自信がない人でも、始めた初日からすぐに “ 水上を散歩 ” できます。 

広報 かわべ  23 広報 かわべ



【
廣
瀬　
輝
さ
ん
】

（
中
日
本
高
速
道
路　

取
締
役
常
務
執
行
役
員
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
軸
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
は
お
も
し
ろ
い
で
す
。
そ
れ

に
、
他
地
域
に
な
い
取
り
組
み
と

し
て
の
サ
ッ
プ
は
強
み
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
が
運
営
に
携
わ

る
発
想
は
大
切
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
で
税
金
投
入
が
少
な
く
な
る
利

点
も
あ
り
ま
す
。

【
佐
伯　
敏
充
さ
ん
】

（
町
商
工
会
副
会
長
）

　

よ
う
や
く
町
か
ら
の
提
案
が
出

さ
れ
嬉
し
く
も
あ
り
、
あ
り
が
た

い
で
す
。
現
在
は
、
町
民
だ
け
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
て
は
商
売

が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
外
か
ら
人
が
訪
れ
る
よ
う
な

状
況
を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
伊
藤　
容
子
さ
ん
】

（
名
古
屋
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

　

川
辺
中
学
校
に
は
ボ
ー
ト
部
が

あ
り
学
校
と
隣
接
し
て
艇
庫
が
あ

り
、
歴
史
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
環

境
を
活
か
し
、
子
ど
も
へ
の
投
資

も
し
な
が
ら
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ

も
展
開
す
れ
ば
注
目
度
が
上
が
り

ま
す
。
ま
た
、
愛
知
県
東
郷
町
が

１
０
０
％
出
資
し
た
株
式
会
社
は

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

【
市
岡　
道
隆
さ
ん
】

（
コ
パ
ン　

代
表
取
締
役
社
長
）

　

川
面
に
近
い
の
で
、
例
え
ば
川

の
水
を
汲
み
上
げ
て
滝
を
創
る
な

ど
、
水
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
ア

イ
デ
ア
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
他

の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
や
漁
協
な
ど

と
の
水
利
権
の
問
題
も
ク
リ
ア
す

べ
き
で
す
。

【
富
樫　
幸
一
さ
ん
】

（
岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
教
授
・
博
士
）

　

長
良
川
沿
い
に
鵜
飼
い
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
造
り
ま
し
た
が
、
箱
モ

ノ
は
集
客
に
苦
戦
し
ま
す
。
一
方

で
柳
ヶ
瀬
は
マ
ル
シ
ェ
で
賑
わ
っ

て
い
て
、
工
場
跡
地
で
実
験
的
に

マ
ル
シ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て

み
て
、
集
客
や
効
果
を
検
証
し
て

み
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

【
平
岩　
佳
奈
さ
ん
】

（
平
岩
い
ち
ご
農
園
）

　

先
日
の
白
扇
さ
ん
の
蔵
祭
り
は

大
賑
わ
い
で
し
た
の
で
、
体
験
・
食

事
・
買
い
物
で
一
日
楽
し
め
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
観
光
も
一
流
の
プ
ロ
か
ら
の
指

導
が
受
け
ら
れ
れ
ば
集
客
に
繋
が

り
ま
す
。

カワベイ未来投資会議へ１００万円を支援
この会議委員の市岡道隆さん（株式会社コパン  代表取締役社長）から

「カワベイ未来投資会議」で活用してもらいたいと１００万円のご寄付を
いただきました。会議の運営費用のほか、今後に想定される各種調査や
研修会費用などに使わせていただきます。心より感謝申し上げます。

【
大
脇　
香
美
さ
ん
】

（
川
辺
町
教
育
委
員
）

　

上
之
保
の
ゆ
ず
祭
り
に
出
掛
け

て
み
た
の
で
す
が
、
す
ご
い
人
で

し
た
。
川
辺
の
ふ
れ
愛
ま
つ
り
と

何
が
違
う
の
か
と
考
え
て
み
た
と

こ
ろ
、
他
町
の
秋
祭
り
も
同
日
で

し
た
の
で
日
程
変
更
も
考
え
て
み

て
は
。
そ
れ
と
、
川
辺
に
し
か
な

い
景
色
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

【
神
農　
明
秀
さ
ん
】

（
ま
る
パ
ン
ば
ー
ば
）

　

私
の
知
り
得
る
中
で
も
、
小
回

り
の
効
く
お
店
は
多
数
あ
り
ま
す

し
、
美
味
し
い
物
、
珍
し
い
物
が

あ
れ
ば
人
は
集
ま
り
ま
す
。
全
天

候
型
テ
ン
ト
（
ゲ
ル
）
も
使
っ
て
、

試
行
的
に
マ
ル
シ
ェ
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

【
山
田　
慶
弥
さ
ん
】

（
町
商
工
会
青
年
部
）

　

地
元
の
人
間
と
し
て
は
正
直
、

カ
ヌ
ー
や
サ
ッ
プ
に
は
興
味
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
話
を
聞

い
て
い
た
ら
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

も
大
切
か
な
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
健
康
」
を
前
面
に
出

し
た
方
が
良
い
の
で
は
。
町
民
が

健
康
に
な
る
こ
と
が
一
番
で
す
し
、

健
康
を
求
め
て
来
町
し
て
も
ら
え

る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

【
日
下
部　
宏
暁
さ
ん
】

（
町
消
防
団
副
団
長
）

　

私
は
中
学
時
代
に
は
ボ
ー
ト
部

に
所
属
し
て
い
て
、
漕
い
で
行
っ

た
上
流
に
は
素
敵
な
場
所
が
あ
っ

た
な
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
町
の
財
産
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

サ
ッ
プ
や
カ
ヌ
ー
な
ど
の
体
験
企

画
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ル
フ
で
の
ま
ち
づ
く

り
ア
イ
デ
ア
も
楽
し
み
で
す
。

【
平
岡　
正
男
さ
ん
】

（
町
議
会
代
表
）

　

大
変
良
い
ご
提
案
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
の
議
会
に
お
い
て
は
、
町

長
は
明
確
な
活
用
策
を
提
案
す
る

と
と
も
に
、
私
は
、
こ
の
会
議
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と

伝
え
る
こ
と
で
、
実
の
な
る
議
論

と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　
政
府
は
観
光
立
国
日
本
を
掲
げ
、『
観

光
』を
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
の
地
域
活
性
化

の
大
き
な
柱
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
て
の「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
提
唱
。
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
・
旅
行
を

組
み
合
わ
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

新
し
い
旅
行
の
魅
力
を
創
り
出
そ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
川
辺
町
に
も
そ
の
資
源
が
あ
り
、
そ

れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
人
を
呼
び
込

め
、
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
繋
げ
て
い
け

る
と
、
今
回
は
外
部
の
人
か
ら
教
え
て

い
た
だ
き
、
委
員
の
ご
意
見
を
伺
い
ま

し
た
。

　
冬
期
か
ら
春
先
ま
で
は
ボ
ー
ト
合
宿

の
か
き
入
れ
時
で
す
。
毎
年
、
多
く
の

学
校
・
チ
ー
ム
が
合
宿
に
訪
れ
て
く
れ

て
い
ま
す
が
、
全
国
に
も
っ
と
売
り
込

ん
で
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
増
加
に
も
な
り
、「
私

は
川
辺
で
育
っ
た
」
と
皆
さ
ん
が
誇
り

を
持
て
る
よ
う
な
施
策
を
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
次
回
は
関
心
が
お
あ
り
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
な
ら
力
を
貸
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
招
い
て
の
オ
ー
プ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

まちづくりオープンミーティングを開催します
～皆さんのアイデアや意見をお聞かせください。～

テ ー マ　 「飛騨川、湖岸遊歩道そして工場跡地をどう生かすか」
期　  日　 平成 30 年 2 月 11 日（日）10:00 ～ 12:00
会　  場　 川辺町中央公民館　大研修室
参 加 者　 テーマに沿ったアイデアやご意見をお持ちの方で、まちづくり活動にお力を貸していただける方。 

【
問
】
企
画
ま
ち
づ
く
り
課

 

☎
53
ー
７
２
１
３
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まちの 話題
  川辺のニュースにズームイン

ズームイン　カワベ ズームイン　カワベ

ズームイン　カワベ ズームイン　カワベ

　12 月 4 日、第 1 こども園でキッズセーフティ事業が
開催され、年長組の園児 42 人と保護者が参加しました。
　始めに、衝突実験 DVD の視聴やシートベルトの正し
い付け方などの講話を聞いた後、時速 5 kmでの衝突を
体験できるシートベルトコンビンサーに乗り、事故の
衝突の大きさやシートベルトの重要性を学びました。
　体験した園児らは「シートベルトをしていないと前
のシートにぶつかってしまって怖い」「いつもしている
けど、これからもします」など感想が寄せられました。

キッズセーフティ事業
これからもシートベルトをします！

かわいい手作りのプレゼント
園児らが勤労感謝訪問高井さんスポーツ吹矢で6段取得

６段取得は、岐阜県内では初めて

　西小学校で県土地家屋調査士会中濃支部による出前
講座が行われ、6 年生が測量技術を生かし、地上絵づ
くりを体験しました。
　児童たちは、同支部の指導を受け距離を測定できる
測量機をのぞきながら、1 時間かけて星や五角形を描
きました。
　完成後は校舎 3 階から作成した地上絵を観察し、整っ
た形に満足そうな様子でした。

測量機を使い星や 5角形を描きました
村上さんに関税務署長から表彰状グラウンドに大きな地上絵

中濃法人会の活動に尽力

　11月14日、高井治さん（比久見）がスポーツ吹矢で
6 段を取得し、報告のため役場を訪れました。
　10 月 15 日に行われた取得試験で 6 段に認定。岐阜
県内で 6 段を取得したのは高井さんが初めてです。
　きっかけは 8 年前に、テレビでスポーツ吹矢が健康
に良いと聞いて始められ、現在は岐阜県のスポーツ吹
矢協会の会長として、学校でのスポーツ吹矢教室やイ
ベントで体験教室などを開催し、スポーツ吹矢の普及
に努められています。
　スポーツ吹矢について「誰でも簡単に楽しむことが
でき、継続すると健康にも良い。私が楽しく教えるの
でぜひ体験してみてほしい」と語られました。

日頃練習した合唱や合奏を披露

　11月15日、中央公民館で「川辺町小学校音楽会」が
行われ、町内 3 つの小学校から 7 クラスが出場し、日
ごろ練習を重ねた合唱と合奏を披露しました。
　始めに全員で「子どもの世界」を合唱した後、クラ
スごとに「wish 夢を信じて」や「旅立ちの時」など、
素晴らしい歌声を披露しました。合唱の他にも、鉄琴
やリコーダーなどの合奏もあり、どの発表も一生懸命
練習したことが感じられる素晴らしいもので、発表が
終わるたびに、来賓や保護者たちから大きな拍手が送
られていました。

川辺町小学校音楽会

　第 1 こども園の園児たちが、勤労感謝の日を前に役
場を訪れ、日頃の感謝を伝えました。
　園児から「いつもありがとうございます、これから
もよろしくお願いします」と感謝の言葉とともに、木
の枝や葉っぱで作った壁掛けが町長に手渡されました。
　町長は、「お父さん、お母さんも毎日一生懸命働いて
いるので、感謝の気持ちを伝えてください」と伝える
と、園児たちは「はい！」と元気よく返事をしていま
した。　

　村上英喜さん（下飯田）が長年にわたり、中濃法人会
の活動に尽力されたことにより、中濃税務推進協議会
長である関税務署の猿渡利子署長から表彰状が送られ、
その報告のため町長を訪れました。
　村上さんは平成 23 年 5 月に同法人会の理事に就任。
27 年 5 月には常任理事に就任され、会の運営に参画さ
れるとともに、加茂中部支部の支部長として、リーダー
シップを発揮して支部活動を積極的に行った事が受賞
につながりました。

　美濃加茂高校マーチングバンド “Brilliant Max” に所
属する町内在住の部員 16 名が町長を訪れ、さいたま
スーパーアリーナで開催される「第 45 回マーチングバ
ンド全国大会」の出場報告をしました。
　今回の出場に際しては、9 月の県大会で 11 年ぶりの
金賞（ムーミン賞）を獲得。そして 10 月の東海大会で
も中編成（90 人以下）の部で金賞を受賞しての全国大
会への出場となります。
　部員に意気込みを聞いたところ、「今年は非常に高い
完成度となり近年では一番強い。全国でも金賞を取り
たい」と答えてくれました。

目標は全国でも金
県自動車整備振興会と見守り協定締結

マーチングバンド全国大会出場

重大な事故を未然に防止

　11 月 24 日、加茂郡 5 町村と岐阜県自動車整備振興
会加茂支部が、高齢者等の見守り支援活動を推進する
ことを目的として、協定を締結しました。
　この協定により、加盟整備工場へ持ち込まれた車に
異常を発見した場合、町村へ連絡するなど重大な事故
を未然に防ぐことに繋げます。
　同会支部長の亀井さんは「高齢者にとっても車は生
活の一部となっている。行政とは良いパートナーとな
り、安心安全を見守っていきたい」と語られました。　
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11
月
18
日
・
19
日
に
「
ふ
れ
愛

ま
つ
り
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ミ
ニ
商
店
街
や
福
井
県
美
浜
町

コ
ー
ナ
ー
、
自
衛
隊
の
コ
ス
プ
レ

や
消
防
団
・
地
震
体
験
車
の
展
示
・

体
験
な
ど
、
会
場
内
ブ
ー
ス
を
楽

し
む
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
チ

ア
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」
や
「
ア
ト
ラ
ン

ダ
ム
」「
カ
ワ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
招

き
、
迫
力
あ
る
演
奏
や
ダ
ン
ス
で

大
き
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
第
３
こ
ど
も

園
園
児
た
ち
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
農
産
物
品
評
会
、

芸
能
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
が
終
わ
る
ご
と
に
観
覧
者
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

川
辺
ふ
れ
愛
ま
つ
り
２
０
１
７

は
、交
通
安
全
協
会
、消
防
団
、ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
や
中
学

生
を
は
じ
め
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 川

辺
ふ
れ
愛
ま
つ
り
２
０
１
７
農
産
物
品
評
会
入
賞
者

○
白
菜
名
人

　

加
藤　

幸
支

○
か
ぶ
名
人

　

坪
内　

康
賢

○
キ
ャ
ベ
ツ
名
人

　

鈴
木　

義
孝

○
可
茂
農
林
事
務
所
長
賞
（
大
根
）

　

横
山　

昭
彦

○
め
ぐ
み
の
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞（
里
芋
）

　

橋
本　

福
男

○
川
辺
町
長
賞
（
白
菜
）

　

櫻
井　

玉
枝

○
川
辺
町
議
会
議
長
賞
（
さ
つ
ま
い
も
）

　

神
田　

博
重

○
農
産
物
品
評
会
実
行
委
員
会
委
員
長
賞（
キ
ャ
ベ
ツ
）

　

日
下
部　

新
吾

○
白
菜
の
部

　

金
賞　

櫻
井　

玉
枝

　

銅
賞　

加
藤　

幸
支

○
大
根
の
部

　

金
賞　

横
山　

昭
彦

　

銀
賞　

鈴
木　

秀
子

　

銅
賞　

鈴
木　

義
孝

○
か
ぶ
の
部

　

銀
賞　

鈴
木　

義
孝

　

銅
賞　

橋
本　

貞
男

○
キ
ャ
ベ
ツ
の
部

　

金
賞　

日
下
部　

新
吾

　

銀
賞　

鈴
木　

義
孝

　

銅
賞　

加
藤　

幸
支

○
ご
ぼ
う
の
部

　

金
賞　

鈴
木　

義
孝

○
落
花
生
の
部

　

銀
賞　

丹
羽　

光
男

○
ね
ぎ
の
部

　

銀
賞　

横
山　

昭
彦

○
里
芋
の
部

　

金
賞　

橋
本　

福
男

　

銀
賞　

木
下　

嘉
博

○
さ
つ
ま
い
も
の
部

　

金
賞　

神
田　

博
重

　

銅
賞　

木
下　

嘉
博
、
武
市　

文
夫

○
大
和
芋
の
部

　

銀
賞　

有
本　

皆
雄

○
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
部

　

金
賞　

横
山　

マ
キ
子

ズームイン　カワベ

ズームイン　カワベ

【寄付・寄贈・奉仕活動】

【川辺町社会福祉協議会】

中川辺第四福寿会 10,000 円
ひまわり工房 10,000 円
㈲加茂ジャパン総合保険 掃除機

親の会 15,000 円
佐伯すみゑ 靴下カバー （敬称略）

【ゆうゆう舎川辺】

　12月10日、下麻生地区で空き家見学ツアーが開催さ
れ、地域住民や利用希望者など約 20 名が参加しました。
　下麻生地区には210件ほどの住居のほかに、60 軒を
超える空き家が存在しています。そのため、本年度、
地域に “空き家対策委員会” を立ち上げ、町と NPO 岐
阜空き家・相続共生ネットと協力して空き家対策に乗
り出しました。
　その一環で開催した空き家視察会では、空き家の中
に下麻生の歴史的な写真や町史などが展示され、来場
者は興味深そうに眺めていました。また、地域にある
酒蔵やそろばん資料館、古民家を再生したそば屋も見
学しました。
　空き家を見学した人からは、「古民家カフェや地域の
憩いの場に使えそう」などの感想が寄せられました。

こどもミュージアムプロジェクト
かわいいラッピングトラックがお披露目

地域・町・NPOが協力して空き家対策
空き家見学ツアー開催バトントワーリング全国大会出場

ノードロップで金賞目指す

　美濃加茂高校 1 年生の加藤未悠さん（中川辺）が、
千葉県幕張メッセで開催される「第 45 回バトントワー
リング全国大会」への出場報告のため、町長を訪れま
した。
　加藤さんは、保育園の時からバトントワリングを始
め、美濃加茂高校でもバトントワリング部に所属。11
月に行われた東海大会で金賞を受賞し、小さい頃から
夢だった「仲間たちと全国大会に出場したい」という
夢を勝ち取りました。
　大会については、「全員で一回もバトンを落とさない

『ノードロップ賞』を受賞し、金賞を目指したい」と抱
負を語ってくれました。

　11 月 28 日、北小学校で「こどもミュージアムプロジェクト」
として、背面にラッピングされた大型トラックのお披露目と交通
安全教室が開かれました。
　「こどもミュージアムプロジェクト」とは、子どもたちが描い
た絵とメッセージをトラックにラッピングすることで、交通事故
ゼロを目指そうというプロジェクトで、今回は大豊製紙株式会社・
有限会社タイホー荷役の２社が協賛され、大型トラックの背面に
北小学校児童が描いた作品がラッピングされました。
　また、ラッピングされた車両を使って、大型トラックの死角体
験や内輪差実験が行われ、実際にトラックに乗り込んで、車両の
近くは見えなくなってしまうこと、大きなトラックほど内輪差が
多く、トラックの近くにいると危険だということを学びました。
　ラッピングを見た児童らは、「かわいい絵が描いてある！」「友
達の絵が使われている！」と大喜びで話してくれました。

　

銀
賞　

加
納　

奈
加
子

○
椎
茸
の
部

　

金
賞　

林　

孝
雄

○
ご
ま
の
部

　

銀
賞　

山
田　

忠
敏

○
栗
の
部

　

銀
賞　

加
藤　

幸
支

○
き
ゅ
う
り
の
部

　

金
賞　

加
藤　

幸
支

○
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
部

　

銀
賞　

牧
田　

幹
三

○
ゆ
ず
の
部

　

銅
賞　

加
納　

奈
加
子

８
０
２
０
達
成
者
（
敬
称
略
）

○
井
戸　

貞
夫

○
下
田　

清
美

○
竹
川　

定
庫

○
田
中　

一
秋

○
長
尾　

諭

○
橋
本　

貞
男

○
渡　
　

早
苗

○
渡　
　

民
夫

○
渡　
　

ま
さ
子

環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

○
可
茂
県
事
務
所
長
賞

　

肥
田　

春
渡
（
東
小
６
年
生
）

○
川
辺
町
長
賞

　

小
菅　

永
愛
（
西
小
５
年
生
）

○
川
辺
町
教
育
長
賞

　

伊
藤　

阿
伽
（
北
小
４
年
生
）

○
川
辺
町
議
会
議
長
賞

　

田
島　

乃
愛
（
東
小
４
年
生
）

○
川
辺
町
レ
ジ
袋
削
減
協
議
会
長
賞

　

樋
口　

翔
太
（
東
小
４
年
生
）

○
川
辺
町
環
境
美
化
推
進
協
議
会
長
賞

　

目
黒　

衣
舞
姫
（
東
小
５
年
生
）

川
辺
町
表
彰

○
社
会
教
育
功
労

　

川
辺
町
女
性
の
会

○
保
健
衛
生
功
労

　

加
藤　

賢
也　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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川辺町伝承料理保存会

保健
センターだより保健
センターだより

保健
センターだより保健
センターだより

わ
た
し
の
作
品

わ
た
し
の
作
品

俳句
は  い  く

俳句
は  い  く

狂俳
きょうはい

狂俳
きょうはい

秋
深
し　

名
刹
の
庭
落
葉
敷
く

鐘
韻　

暮
れ
六
つ
過
疎
の
侘
び
深
い

鐘
韻　

除
夜
の
山
里
冴
え
響
く

筆　

写
経
の
穂
先
邪
念
絶
つ

黒
髪　

急
な
客
手
櫛
で
出
て
く

ゆ
る
ゆ
る　

結
婚
指
輪
苦
労
知
る

ゆ
る
ゆ
る　

孫
へ
巾き
ん
ち
ゃ
く着
開
け
放
す

た
っ
ぷ
り　

五
風
十
雨
に
恵
ま
れ
る

気
晴
ら
し　

赤
提
灯
で
愚
痴
捨
て
る

民
の
声　

平
和
の
二
文
字
肝
に
置
く

武
知　

徹

馬
場　

清
一

馬
場　

孝
仁

野
村　

利
秋

佐
伯
美
千
代

土
屋　

正
子

寺
田　

島
子

宮
谷
内
親
枝

福
井　

裕
子

加
藤　

珪
子

桜
井
千
代
子

川
崎　

正

西
村
奈
穂
美

日
下
部
雅
子

道
家
た
づ
子

馬
場　

清
一

紅
谷　

光
子

肥
田　

良
雄

村
山　
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川辺町の伝承料理 　川辺町の伝承料理のレシピを紹介しています。現在、若い世代に川辺町の伝承料理を
引き継ごうと有志の方で活動しています。ぜひ、ご家庭でもチャレンジしてみてください。

  ~いわれ ~ 年越しのごっつお
　主婦は一年中食事作りをするので、せめてお正月くらい身体を休めるよう、年越しのごっつおをたくさん作り、
温めては食べていました。

手
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り
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ゃ
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越
し
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ご
っ
つ
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た
つ
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り

黒
　
豆

伊達巻、芋きんとん、ブリの照り焼き、なます、たたきごぼう

材料（4人分）
こんにゃく芋
炭酸ソーダ
水

材料（4人分）
大根
里芋
ごぼう
にんじん
焼き豆腐
あげ
干ししいたけ
糸こんぶ

材料（4人分）
たつくり
砂糖
酒
みりん
しょうゆ

材料（4人分）
黒豆
砂糖
しょうゆ
水

作り方

作り方

作り方

作り方

５００g
１３g
２Ｌ

好みで
好みで
好みで
好みで
好みで
好みで
好みで
好みで

１００ｇ
大４
大４
大２
小１

３００ｇ
１５０ｇ
大１
９００ｃｃ

こんにゃく芋の土を落とし、悪いところを取り
１cm の厚さに切る
さっと洗い茹でる、茹で水でミキサーにかける
規定の水でのばして、ボールに取り、こねる
よくねったら規定のソーダを湯でといて、3 回
くらいに分けてよくねる
少しねかせて、鍋に湯を沸かし 40 分くらい茹でる

材料は大きめに切る
ごぼうはゆがいておく
大根、里芋、ごぼう、にんじん、あげ、干ししい
たけの材料をだし汁、みりん、醤油、酒で煮る
焼き豆腐、糸こんぶは後で入れる

たつくりを電子レンジまたはプライパンで煎る
調味料を沸騰させ、さっと混ぜる
炒りごまをまぶす

黒豆は洗って、調味料に一晩浸ける
鉄くぎを入れて煮る
沸騰したら弱火で煮る
２、３日繰り返す

①

②
③
④

⑤

①
②
③

④

①
②
③

①
②
③
④

～重陽の節句料理献立例～
手作りこんにゃく
年越しのごっつお

たつくり
黒豆

伊達巻
芋きんとん

ブリの照り焼き
なます

たたきごぼう

伝承料理教室
次回予定 1/20 ㈯，2/10 ㈯

時間 午前 9 時 30 分～

場所
川辺町中央公民館

B1 調理室
※若い方の参加もお待ちし
ています。初めての方でも
気軽に参加ください。
※持ち物　エプロン・三角巾

レシピ

おめでた

人口と世帯【平成 29 年 12 月１日現在】

（　　）内は前月比

人　口
男
女

世帯数

10,352 人（－１９）
 5,069 人 （－  6）
 5,283 人 （－ 13）
 3,829 世帯 （－ 11）

みんなで予防、インフルエンザ

１１月中の届け出
＊本人または届け出をされた方の希望により
　掲載しています。（敬称略）

 11 月の異動
転　入 23 人
転　出 40 人
出　生 6 人
死　亡 8 人

※届け出による掲載は、希望された方を紹
介していますので、異動の人数とは一致
しない場合があります。

インフルエンザが流行する季節となりました。広報かわべ 12 月号の保健
センターだよりで冬に流行する感染症をご紹介しました。今回は、インフル
エンザの予防についてお知らせします。

まず、インフルエンザが流行したら、『人込みや繁華街への外出を控える』、
『外出時にはマスクを着用』、『室内では加湿器などを使用して適度な湿度に
保つ』ことが大切です。

インフルエンザは、インフルエンザにかかった人の咳、くしゃみ、つばな
どとともに放出されたウイルスがのどや鼻から感染します。また、インフル
エンザは感染しやすいので、インフルエンザにかかった人が無理をして仕事
や学校などへ行くと、急速に感染を広めてしまうことになります。

インフルエンザが流行してきたら、特に高齢者や慢性疾患を抱えている人
や、疲れ気味、睡眠不足の人は、人込みや繁華街への外出を控えたほうがよ
いでしょう。空気が乾燥すると、インフルエンザにかかりやすくなります。
これはのどや鼻の粘膜の防御機能が低下するためで、外出時にはマスクを着
用したり、室内では加湿器などを使って適度な湿度（50 ～ 60％）を保つと
よいでしょう。
「せき」などの症状のある方は、特に、周りの方へうつさないために、咳

エチケットが大切です。

≫≫≫≫≫≫≫ 咳エチケット ≪≪≪≪≪≪≪
＊咳をしている人はマスクを着用する。
＊咳・くしゃみの際はティッシュ・ハンカチ・そでなどで

口と鼻を押さえ、他の人から顔をそむけ 1m 以上離れる。
＊鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐに蓋付きのごみ

箱に捨てる。
手洗いと咳エチケットで『かからない』、『うつさない』を心がけましょう。

【問】保健センター　☎ 53-2515

出生
地　区 出生児 性別 保護者名

比久見
蒲　雫

しずく
女

直哉
蒲　楓

かえで
女

西栃井 吉井　亮
りょうきち

吉 男 賢吉

西栃井 藤井　綾
あ や と

人 男 和樹

結婚
地　区 氏名

お相手の方
出身 氏名

上川辺 松井　佑太 御嵩町 鈴木　千尋

中川辺 櫻井　雅生 美濃加茂市 藤本　ひとみ

包括支援センター通信

包括支援センター通信

お餅に要注意！！
新年を迎え、お餅を食べる機会が増える時期にな

ります。高齢者が餅を喉に詰まらせる窒息事故は、
毎年 12 月、1 月に集中しています。

高齢になると、ものを噛む力や飲み込む力が低下
してきます。また、唾液の分泌自体も少なくなるため、食べたものが
スムーズに飲み込みにくくなります。

また、お餅がくっつきやすいことも詰まりやすい原因です。体温に
近い 30 ～ 40 度の時に、お餅はくっつきやすい温度になります。

お餅を食べる機会がある時には、以下の点に注意しましょう。

・ゆっくりよく噛んで、唾液とよく混ぜる
・食べやすい大きさに切る
・しっかり飲み込む！　早食いや、詰め込み食いはやめる
・お茶や水を飲んで、のどを湿らせておく
・食べながらおしゃべりをしない
・姿勢に注意！背中を丸めず、安定した体勢で、軽くあごを引く
・食べる時には、１人でいないように気をつける

【問】町地域包括支援センター　☎ 53-2513

おくやみ

地　区 亡くなられた方 年齢 性別 世帯主

石神 　井　和江 87 女 若井英明

下川辺 可児　康弘 88 男 本人

比久見 肥田　武子 83 女 本人

西栃井 森田　津義 80 男 大督

西栃井 橋本　　夫 84 男 本人
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町県民税	 4 期
国民健康保険税	 10 期

納付は便利な
口座振替で

1月の税

川辺町雇用促進助成制度について

この制度は、町民の雇用の確保と雇用従業員の地元定住の促進のため、町民などを従業員として雇用した事業者に
対して「雇用促進助成金」を町が交付する制度です。

●助成金を受けることができる事業者（抜粋）
○次のいずれの要件にも該当する事業者の方が、対象となる従業員を雇用したときに助成金を受けることができます。
・町内に事業所を有する個人・法人であって、中小企業基本法に規定する中小企業者、小規模事業者で1年以上
（創業者の場合は除く）事業を営んでいること。

・雇用保険の適用事業所であること。
・暴力団排除条例に定める暴力団、暴力団員などでないこと。
・川辺町商工会の会員であること。
・町税等の滞納がないこと。

●助成金の対象となる従業員（抜粋）
○次のいずれの要件にも該当する従業員が助成金の対象となります。
・事業者に直接雇用された者で、雇用保険の被保険者であること。（65歳に達した日以後に雇用された者は除く）
・無職の状態にある者または新卒者として雇用された者であること。
・従業員となった日（雇用保険の被保険者となった日）から事業所に1年以上雇用される者であること。
・ 1週間の労働時間が20時間以上あること。
・事業主の2 親等以内の親族でないこと。
・従業員となった日に住民であり、引き続き1年以上居住していること。雇用した従業員が町外の場合は、従業員

となった日から30日以内に住民となった者で、引き続き1年以上居住していること。

●助成金の額
○助成金の額は次のとおりとなります。
・雇用した従業員1名につき10万円（当該従業員 1 回限り）
・一事業者当たりの限度額は、100万円（平成29年4月1日から平成32年3月31日までの間に雇用される従業員

が対象です）

※詳細および手続き方法は、川辺町ホームページをご覧ください。

【問】産業環境課　☎ 53-7212

川辺町民感謝デー　日本モンキーパーク入園無料ご招待！

日本モンキーパークでは、日頃の感謝の意を込めて川辺町民の皆さまをご招待します！ご招待期間中はのりものス
タンプラリー「モンパを遊びつくせ！」をはじめ、さまざまなイベントを開催しています。ぜひ日本モンキーパーク
へご来園ください。

招待期間　 2 月 17 日（土）～ 18 日（日）

場　　所　日本モンキーパーク

招待方法　免許証や保険証など、川辺町在住の証明ができるものを持参し、改札係員へ
提示ください。

　　　　　（1 人の証明で 4 人まで入園無料）

そ		の		他　のりものおよび駐車料金は別途必要です。
　　　　　世界サル類動物園は別途料金必要です。
　　　　　冬期休園日あり（詳しくはホームページをご確認ください）

　　　　　　【問】日本モンキーパーク（愛知県犬山市犬山字官林 26）
 http://www.japan-monkeypark. jp/　☎ 0568-61-0870

『認知症ケアパス』を作成しました！！

「認知症」は、多くの方が一度は耳にしたことがある病気だと思います。
現在、高齢者の約 4 人に 1 人が認知症の人またはその予備群と言われています。今後、高齢化がますます進んで

いくとともに、認知症の人もさらに増加すると考えられています。
もしかして、自分や家族が「認知症」かも？と思ったことや、もしも、自分や家族が「認知症」になったら、どう

すればいいのだろうと考えたことはありませんか？
『認知症ケアパス』とは、認知症の進行や状態に合わせて、いつ、どこで、どのような医療や介護・福祉サービス

などを受けられるかという流れを、標準的に示したものです。町では、昨年度より関係機関と連携し、話し合いを重
ねてきました。

『認知症ケアパス』の中には、認知症の進行状況に応じて、状態の変化の様子、
利用できる支援やサービス、町内の相談機関や近隣の専門医療機関について
書かれています。

認知症の症状や進行状況には、個人差があります。必ずしも『認知症ケア
パス』に書かれているとおりの経過をたどるわけではありません。おおまか
な状況を把握していただき、今後の見通しを考える時の参考にしていただけ
ればと考えています。
『認知症ケアパス』は、町地域包括支援センターで配布しています。認知症

になっても、住み慣れた川辺町で暮らし続けるために、『認知症ケアパス』を
ご活用ください。

【問】町地域包括支援センター　☎ 53-2513

　男女共同参画社会について理解を深めていただくために講演会を開催します。

毎年たくさんの人にご参加いただいている、かも丸とかも美の男女共同参画の会主催の講演会。
今年は「落語家　林家花丸　氏」を講師に招き、「落語」という古典芸能の世界からみた男女共同参画を、明るく

楽しく語っていただきます。講演会を通して、堅いイメージの男女共同参画をまるく柔らかく考えるきっかけになれ
たらと思います。

皆さまのご参加をお待ちしております。

テ		ー		マ　「男女共同参画を前向きにまるく考える」
と		　		き　2 月 25 日（日）
　　　　　午後 2 時から午後 3 時 30 分（開場：午後 1 時 30 分）
と		こ		ろ　美濃加茂市生涯学習センター　201 号室
入		場		料　無料
申込方法　企画まちづくり課　加藤（☎ 53-7213）までご連絡ください。
申込締切　2 月 16 日（金）午後 5 時まで

託児所を設けております。ご利用希望の方は申し込み時にお伝えください。

【問】企画まちづくり課　☎ 53-7213

中皮腫や肺がんなどの石綿による疾病の補償・救済について

中皮腫や肺がんなどを発症し、または亡くなられた場合、それが労働者として石綿ばく露作業に従事したことが原
因であると認められた場合には、労災保険法や石綿救済法により各種の保険給付が受けられます。

石綿による疾病は、石綿を吸ってから非常に長い年月を経て発症することが大きな特徴です。
厚生労働省では、毎年、石綿関連疾患認定事業場名等を公表しており、中皮腫や肺がんなどで労災認定された事業

場において過去に就労され、中皮腫や肺がんなどを発症し、または亡くなられた場合、労災保険給付などの支給対象
となる可能性がありますので、まずは、お気軽に岐阜労働局または最寄りの労働基準監督署にご相談ください。

なお、制度のご案内は厚生労働省ホームページでもご覧になれます。
「石綿による疾病の認定基準」の詳しい内容は、厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp）をご覧ください。
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教育委員会
保健センター
児童館
子育て支援センター

☎53-2650
☎53-2515
☎53-4451
☎53-4388

支援ページ支援ページ子育て子育て川辺町の

教育委員会
保健センター
児童館
子育て支援センター

☎53-2650
☎53-2515
☎53-4451
☎53-4388

支援ページ支援ページ子育て子育て川辺町の

    月の行事

     月の行事

乳 幼 児 学 級児童館・子育て
支援センター

2 月 6 日（火）9:30 ～10:30　保健センターで受付
保健師と管理栄養士が相談に応じます。

乳幼児対象行事　
 1 月 16 日（火） ブレーメンと遊ぼう
  17 日（水） ふれあいタイム
   （2 歳児乳幼児学級
   　　　　　　「ボールで遊ぼう」）
  29 日（月） おもちゃの広場
   発育測定（10:00 ～ 11:00）

小学生対象行事　13:30 ～
 1 月 13 日（土） なかまあそびの日
  20 日（土） 工作の日
  27 日（土） 読み聞かせの日
 2 月 3 日（土） 映写会の日

親の身振りを真似て子どもは学び、親は子どもの身振りの意味を考えて学んでいきます。
お互いに、身振りの言葉をわかり合えた親と子どもは、心の深い交流ができるのです。
そして、その交流を通して子どもは話す言葉を獲得することもスムーズにいくと言われて

います。
「この子と一緒にいるのがうれしい、この子といられてうれしい、この子といられて幸せだ」

と思えた時、肩の力が抜けて素敵な親子関係が生まれるのです。
（広木克行著「親と子の絆を深め合う道

み ち
程」より）

保健センター 公民館図書室

まなびピアで「しゃぼんだま」さんの人形劇やペープサー
トを見ました。家族でふれあいながら、手遊びなどもして、
楽しい時間を過ごしました。

こども園～中学校まで　
子どもたちの最新の様子をすぐに見ることができます。　
http://saas01.netcommos.net/kyoikukawabe/htdocs/

川辺町教育ポータルサイト

楽しい手遊びや絵本の読み聞
かせのあとで、おいしいおやつ
を試食しました。

10:00～11:30（第 1・第 3）／ 10:00～11:00（第 2）
第 1 こども園 1 月 18・25 日 2 月 1 日
第 2 こども園 1 月 17・31 日 2 月 14 日
第 3 こども園 1 月 22 日 2 月 13 日

こども園で遊ぼう! 

こぐまちゃんの会（0 ～ 3 歳未満児向け）
　1 月 25 日（木）　11:00 ～

介護保険から確定申告に関するお知らせ

要介護認定者の各種控除について
◆要介護認定者の障害者控除◆

障害者手帳の交付を受けていない方でも、65 歳以上
で要介護認定を受けている方（寝たきりや認知症で介護
の必要な方）は、「障害者控除」の対象となる場合があ
りますので、住民課で「障害者控除対象者認定書」の交
付申請をしてください。

・認定書発行の要件
①基準日（平成 29 年 12 月 31 日）に要介護認定有効

期間のある方
②要介護認定の「主治医意見書」、「認定調査票」で該当

基準を満たす方

◆おむつ代の医療費控除◆
要介護認定を受けている方のおむつ代について、医療

費控除の手続きをするには、医師による「おむつ使用証
明書」の添付が必要となります。ただし、おむつ代の医
療費控除を受けるのが 2 年目以降で、一定の要件を満た
すと、医師による「おむつ使用証明書」に代えて、町が
発行する「おむつ代の医療費控除に係る確認書」を添付
することで、手続きできる場合があります。確認書が必
要な方は住民課で申請をしてください。

・確認書発行の要件
①おむつ代に係る医療費控除を受けるのが 2 年目以降で

あること（初年に、医師による「おむつ使用証明書」
を住民課へご提示ください）

②要介護認定の「主治医意見書」で該当基準を満たす方

【問】住民課　☎ 53-2513

母子父子寡婦福祉資金貸付金
（修学資金・就学支度資金）の申請について

この貸付制度は、母子家庭および父子家庭並びに寡婦
の経済的自立と生活意欲の助長を図り、あわせて児童の
福祉を推進することを目的として、修学資金をはじめと
した貸付制度です。

1. 対象者　母子家庭の母および父子家庭の父が扶養する児童
　　　　　寡婦が扶養する子
　　　　　父母のない 20 歳未満の児童
2. 貸付要件　原則として連帯保証人 1 名
　　　　　（別世帯の親族か親類等で、保証能力のある方）
3. 償還期間　10 年以内
　　　　　（専修学校の一般課程、修業施設は 5 年以内）

※卒業後一定据置期間を経過した後、償還が
始まります。

4. 償還方法　修学資金・・・・半年賦
　　　　　就学支度資金・・・年賦
5. 留意事項　申請には申請者・児童・連帯保証人各々と面

談が必要です。
※貸付には審査会があるので、申請から貸付

までに最低 2 ヵ月かかります。

【問】可茂県事務所福祉課　☎ 25-3111（内線 247）
 〈 申請・相談窓口 〉

裁判所からのお知らせ

裁判所では、国民の皆さまに新しくできた制度や裁判
手続きを知っていただくために、毎月テーマを決めて、
裁判所 HP（http://www.courts.go.jp/index.html）でご
案内しています 1 月のテーマは「そんなときには民事調
停があります」です。

【問】岐阜地方裁判所事務局　☎ 058-262-5122

ご協力ありがとうございました！
災害義援金募金活動

11 月 18 日に開催された、ふれ愛まつりの会場で赤
十字奉仕団による災害義援金募金活動が行われました。
皆さまからの募金総額は 56,440 円となりました。

この募金は、平成 29 年九州北部地方大雨災害、台風
第 18 号災害、台風第 21 号災害に対する義援金として
被災地域に送られ、被災者の支援に役立てられます。皆
さまのご協力ありがとうございました。

【問】日本赤十字社  岐阜県支部  川辺町分区
 （住民課内）☎ 53-2513

育 児 相 談

平成 30 年度　川辺町こども園新入園児童の一日入園
を行います。詳しくは、12 月下旬に郵送しました一日
入園の案内をご覧ください。（各こども園にて実施）

第 1 こども園　1 月 23 日（火）　12：30 ～
第 2 こども園　2 月 7 日（水）　12：45 ～
第 3 こども園　1 月 15 日（月）　13：00 ～

 1 月 17 日（水） 2 歳児 ボールで遊ぼう
  20 日（土） 川辺町家庭教育講演会　橘こころ 氏
   　テーマ「こどもを信じれば、
   　　　　　　子育ては愉しくなる！」
  22 日（月） 0－1 歳児 親子ヨガ
  24 日（水） 3 歳児 絵画診断
 2 月 5 日（月） 3 歳児 親子体操
  9 日（金） 0－1 歳児 リトミック

・・・ 育 む と い う こ と（ 1 ）・・・

園 庭 開 放

一 日 入 園

1・2

子育て支援センター
　　　おやつ試食会

おはなし会

停電情報はスマートフォンで確認

中部電力では、スマートフォンに停電情報をお知らせ
するアプリ「きずなネット」を運用中です。

このアプリは停電情報をプッシュ通知でスマートフォ
ンに受け取ることができます。また、このアプリでは、
停電情報のほかに、天気情報や地震・津波情報、防災情
報など、暮らしに役立つ便利な情報も配信します。

この機会にぜひご登録ください。

※スマートフォンで左の QR コードを読み
取って、「きずなネット」アプリを入手
のうえ、希望する地域を登録してくださ
い。複数地の配信設定も可能です。

【問】中部電力㈱加茂営業所　☎ 0120-985-232

第１０回特別弔慰金の請求を
お忘れではないですか？

請求期限は			平成 30 年 4月 2日  です。

請求期限を過ぎますと時効により権利が消滅し、特別
弔慰金を受けることができなくなります。

※期限間近は混み合いますので、早めに手続きをしてく
ださい。詳しくは、住民課までお問い合わせください。

【問】住民課　☎ 53-2513

社会保障・税番号（マイナンバー）制度について

社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効
率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・
公正な社会を実現することを目的として、社会保障・税
番号（マイナンバー）制度が導入されています。

税務署へご提出いただく確定申告書については、平成
29 年１月から、マイナンバー（個人番号）の記載が必
要であるとともに、本人確認（番号および身元確認）書
類の提示または写しの添付が必要です。

【問】関税務署　☎ 0575-22-2233
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from the
　 mayor’s
　　　  desk

関税務署からのお知らせ

Ｓ
Ｋ
さ
ん　

無
職　

70
代

（
可
児
市
在
住
）

５
月
13
日
付
本
欄
「
心
和
む
故

郷
か
ら
の
便
り
」
を
読
み
、
故
郷

を
思
う
気
持
ち
は
み
ん
な
同
じ
だ

と
感
じ
た
。

私
の
故
郷
は
車
で
15
分
ほ
ど
の

岐
阜
県
川
辺
町
だ
。
県
内
の
可
児

市
に
来
て
46
年
が
た
ち
、
実
家
を

訪
れ
る
回
数
は
減
っ
た
。
そ
れ
で

も
ニ
ュ
ー
ス
で
「
川
辺
町
」
と
い

う
言
葉
を
見
聞
き
す
る
た
び
、
故

郷
に
眠
る
両
親
の
墓
参
り
へ
行
く
。

新
聞
記
事
で
「
川
辺
町
」
と
い
う

文
字
を
見
つ
け
る
と
二
、三
回
は
読

み
返
す
。

本
紙
地
方
版
で
川
辺
町
の
歴
史

や
文
化
に
つ
い
て
の
研
究
を
ま
と

め
た
本
が
発
行
さ
れ
た
と
知
り
、

買
い
求
め
た
。
な
じ
み
の
地
名
や

景
勝
地
の
写
真
に
郷
愁
を
覚
え
た
。

私
は
６
人
き
ょ
う
だ
い
で
、
兄
と

実
家
の
農
業
や
養
蚕
を
手
伝
っ
た

こ
と
が
懐
か
し
く
よ
み
が
え
っ
て

き
た
。「
川
辺
」
は
私
の
心
に
刻
ま

れ
た
大
切
な
町
の
名
前
だ
。

（
原
文
ま
ま
）

「
新
聞
に
こ
ん
な
投
稿
が
あ
り
ま
し

た
。
嬉
し
く
な
っ
て
、
切
り
抜
い
て

き
ま
し
た
。
町
長
さ
ん
に
差
し
上
げ

ま
す
。」
い
つ
も
行
く
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
の
女
性
店
員
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
新
聞
の
切
り
抜
き
は
、
私
の
心
を

温
か
く
包
み
込
み
ま
し
た
。
生
ま
れ

育
っ
た
川
辺
町
が
Ｓ
Ｋ
さ
ん
の
紛
れ

も
な
い
故
郷
で
す
。
今
は
車
で
15
分

ほ
ど
の
岐
阜
県
可
児
市
に
お
住
ま
い

と
は
い
え
、
故
郷
の
名
前
を
見
る
た

び
に
、
子
ど
も
の
頃
の
記
憶
が
蘇
り
、

懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
両
親
の
墓
参
り

を
さ
れ
る
と
い
う
Ｓ
Ｋ
さ
ん
の
や
さ

し
い
お
人
柄
は
、
尊
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
故
郷
「
川
辺
町
」
に
住
ん

で
い
る
我
々
は
、
故
郷
を
離
れ
た
人
々

と
も
交
流
を
重
ね
、
共
に
故
郷
を
思

い
、
す
ば
ら
し
い
ま
ち
へ
発
展
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。

川
辺
町
長　

佐
藤
光
宏

町
長
の
机
か
ら
　
第
一
九
四
回

懐
か
し
の
郷
土
「
川
辺
町
」

関税務署の平成 29 年分所得税等※１、個人事業者の消費税等※２および贈与税の申告会場は、「アピセ・関」（関市平
和通 7-5-1）です。（「税務署」では、申告会場は開設されませんのでご注意ください。）

	 開設期間　2 月 16 日（金）～ 3 月 15 日（木）〈 土日は除く〉
	 開設時間　午前 9 時 ～ 午後 5 時（受付終了時間　午後 4 時）

申告会場では、パソコンを利用してご自分で申告書を作成していただきます。
なお、作成した申告書の提出のみの方は、関税務署でも受け付けています。

（４月 2 日（月）までは、申告書の作成相談の予約は受け付けておりません。）
 ※１ 所得税等とは、所得税および復興特別所得税をいいます。
 ※２ 消費税等とは、消費税および地方消費税をいいます。

◎申告書は、国税庁ホームページで作成できます！
申告会場に行かなくても、ご自宅のパソコンを使って、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で、申

告書を作成することができます。
作成した申告書は、印刷して郵送などにより提出できます。また、「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」を利

用して送信することもできます。詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。

◎復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！
申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税額」欄の記載漏れのないようご注意ください。

◎平成 29年分所得税等などの申告および納付期限
次の期限までに申告し、納付してください。納付書をお持ちでない方は、税務署、申告会場（アピセ・関）、市役所、

町 ･ 村役場に用意してある納付書を使用してください。
 所得税等・贈与税 ⇒ 3 月 15 日（木）
 消費税等 ⇒ 4 月 2 日（月）

◎振替納税をご利用ください！
所得税等・消費税等の納付については、便利で安全・確実な「振替納税」をご利用ください。

【問】関税務署　☎ 0575-22-2233

※税務署の電話番号にお掛けいただくと、自動音声によりご案内します。
　所得税等、消費税等の確定申告および贈与税の申告に関するご相談は「0」（3 月 15 日 ( 木 ) まで、ご利用できます。）

を、国税に関する一般的なご相談は「1」を、税務署からの照会やお尋ねは「2」を選択してください。
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・
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夫

か
ら

は
生

活
費

は
ほ

と
ん

ど
も

ら
え

ず
、

そ
の

間
パ

ー
ト

を
し

な
が

ら
、

ず
っ

と
一

人
で

子
育

て
を

し
て

き
た

が
、

長
女

さ
や

か
の

受
験

を
機

に
、

徐
々

に
夫

と
和

解
を

し
始

め
る

。
坪

田
信

貴
氏

著
の

「
学

年
ビ

リ
の

ギ
ャ

ル
が

１
年

で
偏

差
値

を
40

上
げ

て
慶

応
大

学
に

現
役

で
合

格
し

た
話

」
で

た
び

た
び

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

と
し

て
登

場
し

、
読

者
か

ら
「

こ
の

お
母

さ
ん

の
話

が
き

き
た

い
！

」
と

多
く

の
声

が
寄

せ
ら

れ
た

こ
と

が
き

っ
か

け
と

な
り

、
20

15
年

2
月

に
「

ダ
メ

親
と

呼
ば

れ
て

も
学

年
ビ

リ
の

３
人

の
子

を
信

じ
て

ど
ん

底
家

族
を

再
生

さ
せ

た
母

の
話

」
を

長
女

さ
や

か
氏

と
共

著
で

出
版

。
現

在
、

自
身

の
経

験
を

も
と

に
、

全
国

の
、

悩
み

を
抱

え
た

保
護

者
の

方
た

ち
に

講
演

を
行

う
。

■
書

籍
　『

ダ
メ

親
と

呼
ば

れ
て

も
学

年
ビ

リ
の

３
人

の
子

を
信

じ
て

ど
ん

底
家

族
を

再
生

さ
せ

た
母

の
話

』
　

　
　

　（
KA

D
O

KA
W

A
/ア

ス
キ

ー
・

メ
デ

ィ
ア

ワ
ー

ク
ス

）
20

15
年

2
月

 ＜
共

著
＞

【
日
　
時
】

平
成

30
年

1
月

20
日（

土
）　

 13
:3

0
～

15
:0

0（
13

:0
0

開
場

）
【
会
　
場
】

中
央

公
民

館
ホ

ー
ル

　
　【
入
場
料
】

無
料

　
　【
対
象
者
】

ど
な

た
で

も
参

加
で

き
ま

す
。

※
託

児
所

を
設

け
ま

す
。

親
子

で
の

ご
来

場
も

お
気

軽
に

ど
う

ぞ
！

　（
託

児
所

を
希

望
さ

れ
る

方
は

1
月

16
日（

火
）ま

で
に

中
央

公
民

館
ま

で
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。）

平
成

２
９

年
度

  
家

庭
教

育
講

演
会


